
 
 

 

 

ご あ い さ つ 
                

  岩手県公立小中学校事務職員研究協議会 
  

       会 長  高 橋 広 道 
 

 

 

平成 27 年度も 3 ヶ月が過ぎようとしています。新たに小中学校事務職員になられた方や異動な

された方々におかれましては、怒涛のような日々を送られたことと拝察いたします。岩手県公立小

中学校事務職員研究協議会では、総会を終え、本年度の事業についてご承認をいただきました。岩

手県教育委員会事務職員人材育成研修計画の中にも位置づけられています本協議会研修活動を推

進してまいります。11 月 6 日に開催する第 46 回設立 50 周年記念岩手県公立小中学校事務研究大

会、7 月に開催する夏季研修講座、1 月に開催する県事務研セミナーへ会員の皆様が多数ご参加い

ただけることを期待しているところです。 

また、設立 50 周年記念事業として、記念誌の発刊、祝賀会開催の準備を進めており、28 年度開

催予定の全国公立小中学校事務研究大会山形大会での分科会発表に向け、研究にも取り組んでいま

す。多くの事業や研究について、会員の皆様のご参加とご支援をお願い申し上げます。 

 現在、中央教育審議会チームとしての学校・教職員の在り方に関する作業部会では、校長のリー

ダーシップのもと、チームとして学校が機能していくためにいろいろなスタッフの協働が必要であ

り、学校事務職員の働きがかなめであると論議されています。 

岩手県の学校事務職員は、昭和 39 年の配置当初から現在に至るまで、学校教育目標の具現のた

め、教員をはじめとする学校職員と力を合わせてきた歴史を持っています。学校事務職員の持って

いる力をさらに発揮させていくことが、これからの岩手の学校をよりよいものにしていくことにつ

ながると考えます。また、全国公立小中学校事務職員研究会では学校事務のミッションを「子ども

の豊かな育ちを支援する学校事務」としています。このテーマの「子ども」「豊かな育ち」「支援」

にはそれぞれに意味があり、個々の学校事務職員が実践していく上での方向性が示されていると思

います。岩手県公立小中学校事務研究大会の大会テーマは、「創造しよう！子ども・地域とともに

歩む岩手の学校事務を」です。日々の実践を研究に結びつけ、研究したことや、学んだことをさら

に実践に結び付けていくこと、そして子ども、地域を意識した学校事務を展開していくことを主眼

としています。50 周年を迎える本協議会は、設立当時の想いや願いをあらためて確認するととも

に、新たな歩みのために自らの存在意義や価値を認識していきたいと考えます。建設的なご意見を

お願いいたします。 

常任理事をはじめとする役員は、それぞれの担当する事業を鋭意

進めてまいりますが、至らぬ点も多々あると存じます。皆様からの

ご支援をお願いし挨拶といたします。 
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平成 2７年度総会 期日：平成 27年 5月 8日(金) 会場：いわて県民情報交流センター 

各支部から 38名の代議員にご出席をいただき、平成 27年度の総

会が開催されました。平成 26年度事業報告及び平成 27年度事業計

画等について、以下のとおり承認されましたのでお知らせします。 

 

《平成２６年度事業等について》 

（１）総 括 

「学校事務職員の資質向上」「学校事務の研究推進」「関係機関との連携」「会員相互の交流」

を目的として、各種の事業を展開。各支部との円滑な連携、県教育委員会をはじめとする関係機

関との連携により、多くの事業を進めることができた。 

今後の県事務研組織や事業の見直しについて、「特別委員会」を組織し検討することとする。 

 

（２）総務部 

 総務：各支部･各種団体と連携し、円滑に事業が行われた。県教育委員会と連携し、「給与･旅費

マニュアル」の内容見直しへの協力、「オフサイトミーティング」の企画･運営を行った。 

財務：各支部とも早期納入に協力いただいた。経費の節減に努め、適正な予算の執行ができた。 

広報：年 3回の広報の発行と「いわての公立小中学校事務職員のためのパンフレット」配布。 

50 周年：協議会の発足から満 50 年となることを記念し発刊することとした記念誌の編集作業が進

んでいる。記念祝賀会を開催することとし、準備を始めた。 

 

（３）研修部 

研究大会：第 45回研究大会  10月 10日(金) 盛岡市 アイーナ  参加者 314名 

研修：① 夏季研修講座  8月 1日（金） 盛岡市 プラザおでって  参加者 103名 

② 県事務研セミナー  1月 9日（金) 盛岡市 プラザおでって  参加者 124名 

  

（４）研究部 

 研究：① 「いわてのグランドデザインーみんなでできる実行策」の浸透を図ることを目指し、

各支部の要請に対応。 

② アンケート調査結果について、県研究大会全体研究会において発表、報告書配布。 

③ 東北事務研究大会・青森大会において、第 1・第 5分科会発表への取り組み。 

調査：① 級号給・職名等調査、ジョブローテーション調査、全事研調査を実施。 

② 「学校事務の手引」第五次改訂版発行について、編集作業を終了。 

 

   《平成２７年度事業等について》 

（１）基本方針 

設立 50周年を迎える平成 27年度、発足から連綿と受け継がれてきた、学校事務という仕事に

対する情熱と、「子ども」を中心に据える教育の営みを教職員全体で取り組むことが岩手の学校

事務職員の誇りであると考え、関係機関の理解のもと、実践をさらに積み重ねていきたい。 

 

（２）総務部 

総務：各種会議の開催、各部・各支部ならびに他団体との連絡調整、迅速な情報提供 

財務：予算の効率的な執行管理 

広報：年 3回の広報発行と、ホームページによる広報活動の推進 

5 0 周 年：記念誌の発刊（平成 27年 10月）と、祝賀会の開催（平成 27年 11月） 

 

（３）研修部 

 研究大会：① 第 46回設立 50周年記念研究大会 

期日：平成 27年 11月 6日（金） 場所：盛岡市 アイーナ 



② 研究大会打ち合わせ会  

期日：平成 27年 10月 5日（月） 場所：盛岡市 アイーナ 

研修：① 夏季研修講座の開催 

② 県事務研セミナーの開催 

研修部運営：研修部理事会の開催 

 

（４）研究部 

研究：① 「いわてのグランドデザインーみんなでできる実行策ー」の更なる推進 

② 全事研山形大会分科会発表に向けての取り組み 

調査：① 会員への情報提供とともに、研究活動に資するための各種調査の実施 

② 調査への組織的な取り組みの推進 

③ 「学校事務の手引」（第五次改訂版）の活用の普及 

 

（５） その他承認事項等 

  ① これからの事務研活動検討委員会 

    今年度より、今後の事務研活動等について、実効性のある方策の検討を目的として諮問。 

② 役員の選出について（平成 27年度常任理事は 10名 P4参照） 

③ 被災会員の平成 27年度会費の免除 

 

 

第 1回支部代表者会 期日：平成 27年 6月 19日(金) 会場：都南公民館 

先日行われた支部代表者会では、各部事業計画について協議、確認されました。 

 

（１）総務部 

総務部理事 

  ・総務担当……長坂 征子（盛岡市立土淵小学校） 

中屋敷 恵美（盛岡市立高松小学校） 

 ・資 料 セ ン タ ー 担 当……小野寺正広（盛岡市立仁王小学校） 

 ・広報担当……石川 力行（滝沢市立鵜飼小学校） 

千葉 陽介（岩泉町立小川中学校） 

        前川  樹（山田町立織笠小学校） 

50周年記念事業 

 祝賀会 平成 27年 11月 6日(金)  サンセール盛岡 

       予算案提示 

 

（２）研修部 

① 研究大会予算案提示 

② 夏季研修講座の開催 平成 27年 7月 30日（木） 場所：盛岡市 プラザおでって 

③ 県事務研セミナーの開催 平成 28月 1月 8日（金） 場所：盛岡市 プラザおでって 

研修部理事 

    盛 岡   播磨 克幸（米内小学校）  小豆澤 稔高（北松園小学校）※  

岩 手   山口 亜里（柏台小学校）  松本 美子（沼宮内中学校）※ 

紫 波   田屋 善洋（不動小学校）  石川 奈希（紫波第一中学校）※ 

    花 巻   花篭 幸枝（湯口中学校）  晴山 一人（太田小学校）※ 

和 賀   菊池 栄子（立花小学校）  髙橋 修一（湯田中学校）※ 

    胆 江   草野 若子（三ヶ尻小学校） 千田恵美子（羽田小学校）※ 

一 関   三浦 隆志（奥玉小学校）  北  明美（大東中学校）※ 

    気 仙   笹野 健夫（大 船 渡 第 一 中 学 校） 村上 啓子（吉浜小学校）※ 



釜 石   髙橋 美晶（釜石小学校）  小野寺好伸（双葉小学校）※ 

遠 野   佐々木 勝（遠野西中学校） 澤田 高博（附馬牛小学校）※ 

  下閉伊   大屋 朋宏（川井中学校）  吉田 美幸（大川小学校）※ 

九 戸   谷地 伸啓（長内中学校）  浅水 香織（大野中学校）※ 

二 戸   畑山 勇一（福岡中学校）  佐藤 先子（浄法寺小学校）※ 

                           （※印は大会担当） 

（３）研究部 

  全事研山形大会分科会発表にむけて、特別研究委員を中心に取り組む 

   特別研究委員 

    委員長 下村  隆（九戸村立伊保内小学校） 

    委 員 菊池 和子（遠野市立遠野中学校） 

    委 員 阿部 知恵（北上市立東陵中学校） 

    委 員 及川 正良（平泉町立平泉小学校・前研究部長） 

委 員 高橋 広道（奥州市立広瀬小学校・県会長） 

    委 員 柴内真由美（滝沢市立滝沢中学校・研究部長） 

    委 員 小野寺 勝（一関市立室根中学校・研究副部長） 

 

（４）特別委員会 

  これからの事務研活動について、特別委員会を中心に諮問事項を検討し、答申案を検討する 

   特別委員会委員 

    岩手地区 髙橋  修（雫石中学校）   紫波地区 佐藤  匡（徳田小学校） 

    遠野地区 千葉 純子（青笹小学校）   一関地区 皆上  修（千厩小学校） 

    釜石地区 菊池 敏晴（鵜住居小学校）  九戸地区 米沢 俊夫（久慈中学校） 

    県副会長 吉田  純（重茂小学校） 

 

平成２７年度  県役員  

役 職 担     当 氏  名 支部 勤  務  校 

会 長 県協議会総括、渉外 高 橋 広 道 胆江 奥州市立広瀬小学校 

副会長 会長代行、総務担当、渉外（東北事務研・県教委）、５０周年記念事業  高 橋 育 子 盛岡 盛岡市立向中野小学校 

副会長 研究担当、研修担当、特別委員会担当、渉外（全国事務研）  吉 田   純 下閉伊 宮古市立重茂小学校 

常任理事 総務部長（総務部総括）、庶務、渉外 上 路 克 彦 岩手 雫石町立御明神小学校 

常任理事 総務部副部長（財務担当）会計 林   佳奈子 盛岡 盛岡市立北陵中学校 

常任理事 総務部副部長(広報担当)、ホームページ管理、新採用パンフレット作成  有原 美記江 下閉伊 岩泉町立小本小学校 

常任理事 総務部副部長（５０周年担当） 泉 山 綾 子 盛岡 盛岡市立桜城小学校 

常任理事 研修部長（研修部総括） 高 橋 琢 也 和賀 北上市立和賀東小学校 

常任理事 研修部副部長（大会運営担当） 村 上 誠 一 遠野 遠野市立土淵小学校 

常任理事 研修部副部長（大会財務担当） 高 橋 祐 恵 盛岡 盛岡市立繋小学校 

常任理事 研修部副部長（研修担当） 佐々木 高弘 釜石 釜石市立甲子中学校 

常任理事 研究部長（研究担当） 柴内 真由美 岩手 滝沢市立滝沢中学校 

常任理事 研究副部長（調査担当） 小野寺   勝 一関 一関市立室根中学校 

監 事  猿 舘 信 行 紫波 紫波町立紫波第一中学校 

監 事  鎌 田 敦 子 花巻 花巻市立花巻小学校 

監 事  荒 川 幸 雄 二戸 軽米町立軽米小学校 

※ 全国事務研副会長 阿部 貴子（盛岡市立見前中学校） 

 

 今年度の研究大会は「第 46 回設立 50 周年記念 岩手県公立小中学校事務研究大会」です。 

大会終了後には祝賀会が予定されています。どうぞ奮ってご参加ください。 

記念誌の編集作業も進んでいます。お手元に届くのを楽しみにお待ちください。 


